
  

 

～建設業労働災害防止緊急会議を開催いたしました～ 
神奈川労働局 

【令和２年１１月１９日 労働基準部安全課・健康課】 

 神奈川県内の建設業では、死亡労働災害によって、すでに

昨年と同数の１０人の命が失われていることや、横浜市内で８月

に発生した「地下貯油タンクに車両系建設機械が墜落した死亡

災害」、１０月に発生した「横浜駅そばの現場で発生した土砂崩

壊死亡災害」及び６月に発生した「シールド工法の不備による２

回にわたる幹線道路陥没」といった死亡重大災害の多発など、

好ましからざる労働災害発生状況にあることを危惧し、年末年

始に向けての労働災害防止対策の強化を要請するために、特

に横浜市内で大規模建設工事にかかわる現場の安全衛生管

理担当者と、店社の安全衛生管理担当者に参集いただき、標

記の緊急会議を開催いたしました。 

 会議の席において、井上労働基準部長から「建設業における

労働災害撲滅に向けた緊急要請」を行いました（冒頭の写

真）。 

  

 

建設業における労働災害撲滅に向けた緊急要請全文（PDF） 

死亡労働災害発生状況（１１月１９日現在） 

 死亡労働者数 ２５人 

 （昨年１年間の死亡労働者数２４人） 

  うち建設業における死亡労働者数 

        １０人 

 （昨年１年間における死亡労働者数１０人） 

 

 
実際に発生した死亡労働災害事例について

主任安全専門官から発生状況と防止対策の

説明を行いました。 

セーフティリボン運動に 

参加しよう！ 

 

../../../✜建災防/2020セーフティリボン運動/◎SRチラシ鮮明版Ver2.1.pdf


 



神奈川労働局 各労働基準監督署

建設業労働災害防止協会神奈川支部

セーフティリボン運動
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セーフティリボン運動

１　趣旨

　セーフティリボン運動とは、作業員一人一人の目線により危険の見える化を展開することによ

り、災害防止に寄与するもの。

２　実施事項

　現場内において、作業中あるいは通行中等において、ヒヤリとした、ハットしたという瞬間に、

その体験した危険をほかの作業員にわかるように、注意喚起の蛍光色等目立つリボン、テープ等を

原因箇所に取り付ける。（セーフ巻き）

　現場巡視、分会のパトロールの際においてもセーフ巻きを行い、現場管理者は巡視時等におい

て、セーフ巻きされた箇所を確認し、リスクレベルが設備改善が必要なレベルか判断し、必要な対

処を行うもの。

３　期間

　令和２年１１月５日～令和５年３月３１日（第１３次労働災害防止推進計画の期間）

手すりを外し

ての作業


